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はじめに

本マニュアルは車両を安全且つ適正な状態で、長くご使用いただくために必要な取り扱い要
領及び注意事項を説明しております。本マニュアルに記載されている取り扱い要領及び注
意事項を遵守していただけないと、思わぬ故障や重大事故に繋がる可能性もありますので
運行・点検整備の前に必ずお読みいただき、十分理解してただきますようお願し、致します。

本マニュアルは整備管理者の方が閲覧できる場所に保管してください。

本マニュアノレの内容に不明な点がございましたら、弊社サービス担当までお問い合わせ下さい。

安全注意事項

本書は、安全作業のために本車両を使用する運転手及び整備士が守らなければならない
注意事項について説明してあります。十分に内容を理解してから整備作業に取り掛かつて
下さい。 弊社は、あらゆる環境下における作業の全てに危険を予測することは出来ませ
ん。そのために、本書や当製品に明記されている注意事項等は、安全の全てを網羅したも
のではありません。もし、本書に書かれていない作業を行なう場合の安全に対する必要な配
慮は全てご自身の責任でお考え願います。

1 .一般的注意事項

-安全保護帽、安全靴などの安全保護具を常時着用して下さい。
-作業範囲内に障害物(人も含む)がないことを確認の上、作業をして下さい0
.各動作を行うときには周囲の安全を確認して下さい。
また、警笛を鳴らして付近の作業者に注意を喚起して下さい。
-本車両操作中は常に注意を払い、操作範囲内に人がし1ないか十分確認して下さい0
・整備作業は必ず、二人以上で行なって下さい。

2.整備時の注意事項

・トラクタのエンジン運転中は危険で、あり整備作業を行わないで下さい。
-高圧力が発生している箇所及び高圧力が蓄圧されている箇所の整備作業を行なうときは、
エンジン停止後必ず圧抜き等で、圧力を低下させてから行なって下さい。
-整備作業は、水平堅土および挨等のない場所で、行なって下さい。
-整備作業は、積載物を載せたままで行なわないで下さい。
-整備作業は、[点検実施中]の表示を周囲から見やすい位置に掲げて下さい。
-整備項目で必要なとき以外は、必ずエンジンを停止し、キースイッチをOFFにして下さい0
.整備作業に使用する工具及び機器は始業前に必ず点検してから使用して下さい。
・バッテリは電解液から可燃性のガスが発生し引火爆発する危険性があるので、バッテリ付
近で、喫煙及び火気を使用しないで下さい。
・バッテリの電解液が衣類や身体の一部に付着しないように注意を払って下さい。付着した
場合は多量の水で、洗い落とすなどの処置を行なって下さい。
・バッテリの上にスパナ等の工具類を置かないで下さい。
-整備作業時は、必ず輪止めを行って下さい。
-整備作業で取外したカバーやノfネノレ類は作業終了後、元通りに戻してからでなければ運
転を開始しないで下さい。
-部品の交換は、当社指定部品又は純正部品を使用して下さい。
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3. シグナルマークの説明

この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「危険」、「注意」として区分してあります。

。危険

A注意

:取扱を誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受け
る可能性が想定される場合。

:取扱を誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷害や軽傷を
受ける可能性が想定される場合および物的損害のみ発生が想定される場

なお、 A注意 に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結び、つく可能性があります。い
ずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

備考: ※重傷とは、失明、けが、やけど(高温、低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るも
の、及び治療に入院や長期の通院を要するものをいう。
※中程度の傷害は、けが、やけど(高温、低温)、感電などで、治療に入院や長期の通院
を要さなしものをいう。
※物的損害は、財産の破損及び機器の損傷にかかわる拡大被害をいう。
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1車軸の構造
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部晶名
① スピンドル
②ハブ
③ ブレーキドラム
④ インナーベアリング
⑤アウターベアリング
⑥ワッシャ
⑦ ベアリングナット
(ハブナット〉

⑧ ロックワッシャ
⑨ハブキャップ
⑩ ホイールボルト
CI¥ブボルト〉

⑪ ホイールナット
(ハブナット〉

⑫オイルシール
CI¥ブシール〉

⑬ センサーリング
⑭ スパイダー
⑮パックプレート

※ベアリングpナットがダブルナット方式の
車軸もあります。ダPブノレナットの車軸の
場合は専用の整備要領書を参照して
ください。

※ハプPキャップ部に取付の0リングは、破
損しないように気をつけて作業してくだ

さい。

※センサーリングはABS(EBS)セン
サー取付車軸にのみ付いています。
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各部の説明

No. 名 称 説 明 整備時チェック項目

スピンドル ベアリングを介し、ハプ、を支える軸。 摩耗や亀裂、損傷がないか?

ホイーノレを取付け、タイヤを回転させる部
摩耗や亀裂、損傷がないかつハブ、

2 ノ¥フ 品。ベアリングを介して車両に取り付けら
れている。

ボルト取付部にガタはなし、かワ

制動時、ブ、レーキライニング、と接触し、そ
摩耗や亀裂、損傷がなし、か?著しい

3 ブレーキドラム
の摩擦力でタイヤの回転を止める部品。

摩耗やヒートクラックが見られた場合
は、新品と交換してください。

4 インナーベアリング ノ、ブの回転を支える内側のベアリング 剥離や摩耗、焼け、損傷がないか?

5 アウターベアリング ハブの回転を支える外側のベアリング 剥離や摩耗、焼け、損傷がないか?

6 ワッシヤ ベアリング、ナットの座面となるワッシャ 摩耗や亀裂、損傷がないか?

7 ベアリングPナット ベアリング、をスヒロンド、ルに取り付けるナット 摩耗や亀裂、損傷がなし、か?

8 ロックワッシャ
ベアリング、ナットの緩みを防止する部品。 4

摩耗や亀裂、損傷がないか?
本のボルトで、固定する。

9 ノ、ブPキャッフ。 ハブの蓋oハフーグVスの漏れを防ぐOリン 0リングに損傷がなし、か?ハブ‘グリス
グが付いている。 が漏ていなし、か?

10 ホイールボルト ホイーノレをハブに固定するボルト。
ネジ山に損傷がないか?ハブとの取
付部にガタはなし、かワ

ホイールナット ホイーノレをハブに固定するナット
ネジ山に損傷がないか?ハブとの取
付部にガタはなし、かっ

12 オイルシール
ハブ、の内側に取付け、ハブ、グ、リスの漏れを 分解点検毎に新品と交換してくださ
防ぐ部品。 い(再利用不可)

ノ、ブ、が回転すると表面の凹凸をセンサー
ノ、ブ‘との浮き上がりがないか?ゴミの

13 センサーリング が検知し、 回転数や速度を検出し、プレー
キを制御するための部品。

付着、損傷などなし、か?

14 スパイダー ブレーキ部品を取り付けるための部品。
溶接部に亀裂はなし、か?フeツシュ取
付穴など変形はなし、か?

15 ノ〈ックフ。レート
ブレーキドラム部への異物侵入を防ぐプ

変形、割れ、損傷などないか?
レート

-点検時、各部品に著しい損傷がみられた場合は、直ちに新品部品と交換してください。

-容易に交換できない部品(スヒ。ンドルやスパイダーなどHこ著しい損傷があった場合、弊社営業担当
または品質保証グ、ループへご相談くだ、さい。(お問合せ:巻末参照くださし、)

-部品交換時期は「部品の使用限度」の項を参考に、定期的に交換する事をお勧めします。

-定期交換部品を交換していない事が原因で発生した不具合に関しては、弊社は責任を負うことが

できません。ご了承ください。
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2車軸の分解・調整

1)ジャッキアップ
車両を水平な場所に停め、ジャッキアッフ。を行ってください。

。危険

A注意

-ジャッキアップしたときは、トレーラの下に絶対に入らないでください。
万一ジャッキが外れた時大変危険です。

・トレーラの下に入って作業する場合は、必ずフレーム下面にスタンド(ウマ)や角
材を掛けるなどして、安全を確保してから作業してください。

・必ず周囲の安全を確認してから作業してください。
・トレーラをトラクタヘッドから切離す場合は、キングピンが下がらないようにランディ
ングギヤを使用し、トレーラの前部を支えてください。ランデ、イングギヤの付いてい
ないタイプのトレーラl立、専用の架台(または枕木等)を使用してください。
・ジャッキアップする場所は、地面が固く平坦な場所を選んでください。ジャッキが不
安定だと、ジャッキが倒れるなど、思わぬ事故につながる恐れがあります。
・ジャッキアップする時は、ジャッキの上や下に物を挟まないでください。
・ジャッキを掛ける部分に油指などの付着がないか確認し、付着があれば完全に取
り除いてから作業してください。
・ジャッキアップ中はトラクタのエンジンを停止してください。
・ジャッキを必要な高さ以上に上げないで、ください。トレーラの転倒の恐れがあります0
・トレーラの荷台に荷物を積載した状態で、ジャッキアップしないで、ください。
万ーそのような状況に陥った場合は、安全に十分注意して作業してください。

工アサス・リーフ車の揚合(例〉

正J

車軸ホーシング、部にジャッキを掛け、ジャッキアップ。

ウォーキングビーム車の揚合(例〉

後部フレームにジャッキ掛け、車軸がフリーの状態になる高さまで、ジャッキアップ。
ウォーキングビームはトラニオンピンを中心にシーソーのように上下します
ので、車軸を固定する場合は、どちらか一方の車軸と主フレームの聞に角
材などを入れて動かないようにしてください。
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油圧式ジャッキ車の揚合

*1輔のみジャッキする揚合

正道P
ポイ〉ト

油圧式ジャッキ車には付属のアク
スルストッパーが2個あります。同
時に2力所の車輪をジャッキする
ことができます。

※アクスルストッパーは2個で1
セットです。

1輪のみジャッキさせたい場合は、リフトアクスノレの要領で、アクスノレストッパーを車軸ジャッキ部
に取付けると簡単にジャッキすることがで、きます。以下の手順で操作してください。
①コントロールパネルのジャッキスイッチを[DOWN]に操作し、車高を最下部まで下げて〈

②リフトアクスルさせたい軸に、付属部品のアクスルストッパーをアッパーアームとロア
アームのリンク聞に入れてロックをします。
③アクスルストッパーを装着させた、軸の黄のパルプを×にしてください。
④コントロールパネルのジャッキスイッチを[up]に操作し、車高を上げます。
⑤アクスノレストツノ号ーを装着させた軸が浮上します。

女3輪以上ジャッキする揚合

3輪以上ジャッキさせたい場合は以下の手順で操作してください。
①コントローノレパネルのジャッキスイッチを[UP]に操作し、車高を最上部まで上げてください。
②車軸部主フレーム下部に角材などを敷いてください。
③コントローノレパネルのジャッキスイッチを[DOWN]に操作し、車高を最下部まで下げ
てください。
ジャッキシリンダー内の圧力を完全に抜くため、最下部まで下げたあと、さらに3秒
ほど[DOWN]スイッチを入れてください。

「

④コントロールパネノレの電源をOFFにしてください
⑤車軸のロアアームにジャッキを掛け、タイヤをジャッキしてくだ、さい。

5 . 株式会社トーヨートレーラー

http://www.keiyou.net/

http://www.keiyou.net/


2)ハブ&ドラムアッセンブリの取り外レ

ハブキャップの取り外レ
回転ネジ式ハブキャップの揚合

~~. r;.会芯方 的3122盟諸諸;設官トハ
ノ、プ〉キャッフ。とハプ、の間lこ0リング、が入っています。ハブ
キャッフ。を取り外した時に0リング、が破損した場合は、新
品と交換してください。

回転ネジ式ハブキャップ(倍型〉の揚合

ロックワッシャの取り外し

割りピンタイプの揚合

専用工具が必要になります。
必要な場合は、弊社パーツセンターへ問合せくだ、さい。
専用工具を使用し、ハブキャッフ。を左回転(反時計方
向)させてください。
ノ¥ブキャッフ。とハブの聞に0リングが入っています。ハブ、
キャッフ。を取り外した時に0リンクマが破損した場合は、新
品と交換してください。
専用工具の型番=0001500

ボノレト4本を取り外し、ロックワッシャを取り外してくだ、さい。

ロックワッシャに亀裂や破損が無いかチェックしてください。

害IJりヒ。ンで、ベアリング、ナットを固定しているタイプの車軸

もあります。

害IJりピンを抜き、ベアリングナットが回転で、きる状態にし
てください。
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ベアリングナット・ワッシャの取り外レ
園田園田~~圃喧忌可~

スラックアジャスタを緩める

ホイール・ハブの取り外し

対角約120mmの8角のボックス型レンチ等を使用し、ベ
アリングナットを左回転(反時計方向)させてください。

ネジ山などに傷がないか確認してください。

ワッシャを取り外してください。
(ワッシャが付いていないタイプの車軸もあります。)

ノ、ブを取り外す前に、スラックアジャスタの調整ネジを反
時計方向に数固まわし、プ、レーキライニング、とブレーキド、

ラムとの隙聞を開けてください。

。危険
ネジの回転は必ずメガネレンチ等を使い手動で行って
ください。インパクトレンチなどを使うとスラックアジャス
ターの故障の原因になり、大変危験です。

ノ、ブにタイヤを取り付けたままスヒ。ンド、ルから取り外す場
合は、タイヤドーリ一等にタイヤを載せ、引き抜いてくだ
さい。

先にタイヤを取り外していた場合は、ハブをタイヤドー
リーに載せるか、昇降式の台車など、専用の工具など
があれば使用してください。

。危険 ホイール・ハブの取り外しは、人力のみの作業lましないでください。

オイノレ、ンーノレがスヒ。ンドノレに取り付いているため、抜きにくい場合があります。その場合はハ
ブプーラーを使用し、ハプを少し抜いてから、全体を引き抜いてください。

& このとき、ハブと一緒lこアウターベアリングもスピンドルから抜けます。ベアリング
注意 を落とさないようにしてください。

~苫コハフ、の取り外しを行う場合は、ハフ、を抜くf系と、抜けたベアリングを受ける係の二
百芯 人で作業してください。

オイルシールの取り外し
オイルシーノレはハプを外す毎に交換してくだ、さい。

オイルシールはマイナスドライバやバール等でヲ|っ掛け
て抜くか、アウターベアリング側から真鏑棒などを当て
て、ハンマーで、叩きながら外してください。

※一度外したオイルシールは再利用不可です。
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ベアリングの取り外し

ベアリングの点検

ノ、ブP内にあるインナーベアリングのインナーレースを取り
外してください

取り外したアウターベアリングとインナーベアリングのインナーレース、アウターレースを点検して
ください。
ベアリングにグリスが付着しているので、インナーレースは洗浄を行ってください。
アウターレースはパーツクリーナーなどを塗布した布で、表面をきれいに拭ってくだ、さい

A也 ベアリングはインナーレースとアウターレースを1セットとして使用します。同じ型番の
注意 ベアリングであっても、別々のインナーレース、アウターレースを組み合わせて使用す

る事はできません。分解点検する際は、組み立てた時に必ず元の組合せになるように
注意してください。

ベアリングアウターレースに著しい摩耗、傷、剥離などな
いか点検してください。
ベアリングインナーレースのころに著しい摩耗、傷、最IJ離
などないか?また、インナーレースの内輪表面を覗き、
内面に傷や剥離などなし、か点検してください。
インナーレースはスムーズに回転できているか?回転時
に異音などなし、か?など確認してください。

ベアリングに異常がみられた場合は、 新晶と交換してください。

アウターレースの取り外し

センサーリングの取り外レ

ノ¥ブの内面の切欠き部からアウターレース底面に真鍋
棒などを当て、ハンマーを使用し、均等に叩いてハブ、か
ら抜いてください。

アウターレースを抜くときは、ハブ、を傷付けないように注
意してください。

センサーリングに著しい損傷があった場合、ハプの回転
をセンサーが検出できなくなります。新品と交換してくだ
さい。

センサーリングの外周とハプとの隙間にマイナスドライ
ノくーなどを挿し、ハンマーなどで、叩いてハブから抜いて
ください。
センサーリングを抜くときは、ハブpを傷つけないように注
意してください。
※センサーリングを外す場合、ドラムとハブを分離する必
要があります。(次頁参照)
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ブレーキドラムの取り外し

外ハブタイプの揚合
外ハブタイフ。の場合は、図のようにブレーキドラムを下に向けた
状態にし、ホイールボルトをハンマー等で、口川、て取り外してくださ

ホイールボルトが外れたら、ブ、レーキドラムからハブ、を抜いてください。

A注意 取り外したホイールボルトは再利用できません。必ず新晶のホイールポルトと交換してください。

ブレーキドラムの取付のときは、ハブを下へ向け、その上にブ
レーキドラムを載せ、ホイ一ルボボ、/ルレトをハブ

ホイ一/ルレボボ、ルトはハンマ一等で、打ち込むか、プレス等を利用し、

打ち込んでください。
ー戸、ー『 ホイールボ、ルトを打ち込む前に、ハブの穴とハブ会ボ、ルト

H守ヨー の聞にスキマが無いか確認してください。スキマが多く、
古宇言ト ボルトを打ち込んでもガタがあるような状態では、正しく

固定ができません。
スキマが大きい場合は、ハブを新晶に交換してください。

内ハブタイプの揚合

内ハブ、タイプの場合は、まずハブを固定しているMIOのボルト4本を外してくだ、さい。
その後、ハブを下にし、ブレーキドラムを上から押して外してください。ハブとド、ラムは長期間
の使用で、お互い固く貼りついていますので、ドラムに当て板をし、プレス等で押して外して
ください。

A注意 ら735息吹立:設!l跡33232LWf訓告怨賠
し、ハブとドラムが離れたら、ゆっくりドラムを降ろして取り外してください。

ノ、ブの取付は、逆の手順で行ってください。
ハプ、とドラムの合わせ面に異物等の噛みこみが無いように、締麗にふき取ってから組立てて
ください。
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ホイールボルトの点横

スピンドルの点検

-ホイールボノレトは正しく固定され、空回りしていなし、か?
・ホイールボノレトに亀裂や損傷がなし、か?
・著しし、錆やボルトの伸びがなし、か?
-ネジ部につぶれ、やせ、かじりがないか?

異常が見つかった場合、新品と交換してください。
また、ボルトの折損が見つかった場合は、その車輪全て
のホイールボルトを交換してくだ、さい。

-ベアリング挿入部分に亀裂、損傷がないかっ
・ベアリング挿入部分に摩耗はなし、か?
※摩耗限度については参考資料の項を参照ください 0
・スヒ。ンド、ルとアクスルチューブ(車軸本体)の溶接部に
亀裂や損傷はなし¥か?
・ハブナット締付けネジ部に損傷が無し、か?
スヒ。ンド、ルに異常が見つかった場合は、車軸本体とセッ
トで交換する必要があります。
弊社営業グ、ループ、または品質保証グ、ルーフ。にご相談ください

3)ハブ&ドラムアッセンブリの組立

ベアリングアウターレースの取伺

A注意
治具を用いた例

新品のハブに交換する場合、ベアリングアウターレース
を取り付けてください。
アウターレースの取付は、アウターレースの端を真織棒
などで叩いて少しづっハフ、へ挿入してください。

アウターレースの端面全体を押さえられる円盤状の治
具などを用いてプレスで挿入することも可です。
J、ブとアウターレース底面に隙聞が無いように必ず確
認してください。

-ベアリングアウターレースとインナーレースの組合せを絶対に変えないでください。
・アウターレースのころ回転面は傷つけないようにしてください。
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グリスの入れ替え
ハブ、ベアリング、のグリスは12カ月 または100000km走行ご、とに、すべて入れ替えてください。
ハブf内の古いグリスを捨て、ハブを洗浄し、乾燥させたあと、新しいグリスを充填してください。
ベアリングのインナーレースに入っているグリスは全て洗浄し、乾燥させたあと、新しいグリス

を充填してください。

ム注意
-グリス内に異物や水などが混じらないようにしてください。ベアリングの損傷の原

因になります。
・種類の遣うグリスを混ぜないでください。グリスの劣化を招き、ベアリング焼き付

きの原因となります。

※弊社推奨ハフ、グリスについては参考資料の項を参照ください。

グリス充填部

物多額 5~ (こクリス充liの こ と .

図中斜線部をめやすにグリスを充填してください。
ベアリングインナーレースには内側まで、隙間なくしっかりと充填してください。

グリス充填量:約500-600g/1輸
(あくまで目安です。ハブ、のサイズ、によって異なります)

インナーベアリングの挿入

オイルシールの取惜

グリスを充填したインナーベアリングのインナーレース
を、ハブ、に挿入してくだ、さい。

インナーレースの方向を間違えないようにしてください。

異物や水など入らないように注意してください。

プラスチックハンマー等を使用し、新品のオイルシール
をハブ、に圧入してください。
オイルシーノレが入りにくし、場合は、 円形の板等で、オイノレ
シール全体を押さえながら、ハンマーで、板を叩いて組付
けを行ったり、プレス機を利用する等して組付けてくださ

オイルシールの圧入方向に注意してください。スプリン
グが付いているほうがハフ、の内側になります。
センサーリングを傷っけないように注意してください。
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ホイール・ハブのスピンドルへの取信

正道p
;r.イシト

組み立てたホイーノレ・ハブをタイヤドーリーに載せ、スピ
ンドノレへ挿入してください。

スピンドルの中心とハブの中心が合うように高さを調整しながらゆっくりと挿入してください。
スピンドルの先端でオイルシール、ハフ、ベアリング等傷つけないように注意してください。
ブレーキライニングがドラムに当って傷付かないように注意してください。
ライニングが当りそうなときは、スラックアジャスターを調整し、ライニングとドラムの隙
聞を調節してください。

アウターベアリングの取付

正道P

スピンドルにアウターベアリングのインナーレースを取付
けてください。

オイルシールが完全に撮らず、ハブが手前に出ている状態だとアウターベアリングのイン
ナーレースがスピンドルに完全に入らない場合があります。その場合は、ハフ、を手で、揺すっ
て押しこむか、アウターベアリングを入れたあと、一旦ベアリングナットを仮付けし、ナットを
締め込みながらハブ全体を押しこんでください。

ワッシャ・ベアリングナットの取伺

正道戸
ポイシト

ハブPをある程度押しこんだ状態になったら、一旦ハブ
ナットは取り外し、あらためてワッシャを飯めてから、再度
ハフcナットを締めてくだ、さい。

対角約120mmの8角のボックス型レンチ等を使用し、ベ
アリンク、、ナットを右回転(時計方向)させてください

このとき、ハブ・ホイールを回転しながらベアリングナットを締めつけてください。オイルシー
ルが完全に撮った状態になり、インナーベアリング、アウターベアリングがスピンドルに完
全に撮るまで‘しっかりとレンチで締めます。

ハブ及びオイルシール、ベアリングが完全に依った状態
になったら、ベアリングナットを-ii緩め、ハブレンチにト
ルクレンチを取付け、規定のトノレクで、締め込んでくださ

締付lナトルク=350Nm

締め込んだあと、ベアリングナットを若干緩め方向へ戻し
てください。
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起動トルクの測定
ひもをホイールボルトにl回転以上巻き付け、その先端
にばね秤を取り付け、巻き付けたひもの円の接線方向
へ引っ張ってくだ、さい。

タイヤが付いている場合はタイヤ外周にひもを巻き付け
てください

ホイール・ハプが回転し始めるまで、の引張った力(起動ト
ノレク)を計算し、基準の範囲内にあるか確認してくださ

起動トルク値 4.9Nm-8.8Nm
起動トルクの計算 (50kgcm-90kgcm) 

く例〉タイヤ外周半径=0.45(m) だった場合

ばね秤重量×ハブボルト外側半径二起動トルク なので
(N) (0.45m) (Nm) 

ばね秤重量=起動トルク÷ハフボルト外側半径 と、なるため
(N) (Nm) (0.45m) 

4.9""'8.8 
(Nm) 

0.45 1 0.9""' 1 9.6 
(m) (Nl 
ばね秤重量let10.9""' 1 9.6Nであれば良い。

(1 .07""' 1 .92kg) 

正道F戸起動トルク値が基準値から外州れていた場合はペアIリ1)';./'7 
zポ1鷲fイ〉ト

ハブベアリングの動作確認
タイヤが床面から離れた状態で、タイヤを回転させ、異常
がなし、か確認してください。
タイヤをハンマーで、叩いたり、タイヤを揺するなどして、
ベアリングにガタがないかを確認してください。

金属のパイフ。などを使い、タイヤと床面の聞に挟み、て
この要領で揺する方法もあります。

正道PM があった場合、ベアM が正川ツ刷ていなし、可能性があ肘ので、もう一度
ベアリングナットの締め付けを行うか、分解点検してください。

ポイシト

ロックワッシャの取伺
ロックワッシャのツメをスヒ。ンドルの溝にかけ、ベアリング
ナットのネジ穴と、ロックワッシャの穴を合わせて4本のボ
ノレトで、固定してください。

締付けトルク=23.9Nm
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割りピンタイプの揚合
ベアリング、ナットの切欠きと、スヒ。ンドノレの穴位置を合わ

せ、害IJりピンを挿入し、先端を拡げ、ピンが抜けなし、よう

にしてください。

正道P
ポイント

ロックワッシャ、割りピン共に穴位置が合わない場合があります。とのときは、ベアリング
ナットを緩め方向(時計方向)に回したり、ロックワッシャの場合はワッシャを裏返すなどし

て、穴位置が合うように調節してください。
最終的には、起動トJレクによる確毘を行ってください。

ハブ、キャッフロにOリング‘が付いているか確認し、
対角約120mmの8角のボックス型レンチ等を使用し、ハ
フずキャップを右回転(時計方向)させてください。

0リングが破損しないように気を付けて取付てください。

回転ネジ式ハブキャップ (怪型)の揚合

ノ、ブ、キャッフo~こ0リング、が付いているか確認し、
専用工具を使用し、ハブ、キャッフ。を右回転(時計方向)さ

せてください。

0リングが破損しないように気を付けて取付てください。

ノ¥ブキャッフ。とハプの問にシールパッキンを挟み、 10本
のボノレトでハブキャップを固定してくだ、さい。

締付けトルク=23.9Nm
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3ブレーキの構造

代表的なブレーキの構造
/ー、、~

6 

2 

八欠視

弊社トレーラーはドラム型ブレーキを採用しています。

部品名
① ブレーキドラム
② ブレーキシユー
③ ブレーキライニング
④ 力ムシャフト
⑤ 力ムローラー
⑥ アンカーピン
⑦ リターンスプリング
⑧ オートスラックアジャスター
⑨ 力ムシャフトブラケット
⑩ ブレーキチャンパー
⑪ ホイールセンサー
⑫ スパイダー
⑬ パックプレート

[3矢視

ブ、レーキチャンバーのロットを押す力をスラックアジャスターが回転力に換え、カムシャフトが回転。ブ
レーキドラム内のカムがシュー&ライニングを押し拡げ、ハブpと共に回転するプrレーキド、ラムを内規.IJか

ら押さえて制動します。
ブレーキは車軸の中で最も重要な要素です。定期的な整備によって、常に正常に動作するようにし
てください。
プレーキ部品は定期交換部品で、す。安全を確保するため、走行距離や使用期間が過ぎた部品は、
消耗の如何に関わらず定期的に交換してください。部品の交換時期については、参考資料の項を参
照ください。

※ホイーノレセンサーはABS(EBS)取付車軸にのみ付いています。
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ウォーキングビーム車等のブレーキ徳造

/ 

油圧式ジャッキ車等のブレーキ構造

ー一①

スピ
板
レ
衡
ク
平

名
⑪
⑬

昂立ロ

ウォーキングビーム車の場合、 lつのプレー
キチャンパーで2本のカムシャフ卜を動作さ
せますので、プレーキチャンパーのロットに
平衡板を取り付けています。平衡板が2つ
のスラックアジャスターを動かし、カムシャフ
トに制動力を伝達します。
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各部の説明

No. 名 称 説 明 整備時チェック項目

ブレーキドラム
制動時、ブ、レーキライニングと接触し、そ

摩耗や亀裂、損傷がなし、か?著しい

の摩擦力でタイヤの回転を止める部品。
摩耗やヒートクラックが見られた場合
は、新品と交換してください。

ブ‘レーキフイニング、を取付け、アンカーピ
摩耗や亀裂、著しい損傷はないかつ

2 ブレーキ、ンュー ンを支点にドラム内で摺動し、ライニング、を
ドラムに接触させる部品。

著しい錆や溶接の害1)れ等ないかり

ブレーキライニング
制動時、ブレーキドラムと接触し、その摩

割れや剥離、熱による硬化などない
3 擦力でタイヤの回転を止める部品。

かつ摩耗量は限界に達していない
かつ

Sカム部分が回転し、フ、レーキシューを押
Sカム部分に摩耗や損傷はなし、かワ

4 カムシャフト し広げるための部品o
シャフト支持部のガタは大きくなって
いなし、か?

5 カムローラー
Sカムの上を転がり、ブレーキシューをス 摩耗はないかワ正常に回転している
ムーズに動かすための部品。 ヵ、?

スパイダーに挿入し、ブレーキシューの動
摩耗はないか?正常に回転している

6 アンカーヒ。ン
きの支点となる部品。

か?グリスは十分塗布されている
カミ?

7 リターンスプリング ブレーキシューの拡がりを元に戻すばね。
ブ、レーキシューは正常に戻るかワ破
損はなし、か?

8 オートスラックアジャスター
ドラムとライニング‘の隙聞を自動的に調整

ブレーキ調整は正常に動作するかワ
する装置。

グリスアップはされているかつカム

9 カムシャフトブpラケット カムシャフトを支持する部品。 シャフトとのガタは大きくなっていな
し、カミ?

エア圧とスプリングのカで、ロットを押し引き ケースに割れはなし、か?ロットは正

10 プレーキチャンパー し、スラックアジャスターに制動力を与える 常に動作するか?エア漏れはない
装置。 かっ

11 ホイールセンサー
ノ、ブ、の回転を読み取り、信号をコントロー ケーブルは破損していなし、か?セン
ラーに送る装置。 サー表面は汚れていなし、かワ

12 スパイダー ブレーキ部品を取り付けるための部品。
溶接部に亀裂はないか?フ、ツシュ取
付穴など変形はなし、かっ

13 パックフ。レート
ブレーキドラム部への異物侵入を防ぐプ

変形、割れ、損傷などないかっ
レート

平衡板の動きをスムースにスラックアジャ
グ、リスアップはされているか?正常に

14 クレピス スターへ伝達する部品。
動作するか?球面軸受は損傷して
いなし、か?

15 平衡板
ブ、レーキチャンパーのロットの動きを2つの

変形、害1)れ、損傷などなし、か?
スラックアジャスターに伝達する部品。

-点検時、各部品に著しい損傷がみられた場合は、直ちに新品部品と交換してください。
-部品の交換時は「部品の使用限度」の項を参考に、定期的に交換する事をお勧めします。
-定期交換部品を交換していない事が原因で、発生した不具合に関しては、弊社は責任を負うことが
できません。ご了承ください。
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4ブレーキの分解 ・点検

1)ジャッキアップ及びハブ&ドラムアッセンブリの取り外し

2車軸の分解・調整の1)、 2)項を参照し、ハブ‘&ド、ラムアッセンブ、リを取り外してください。

2)ブレーキ部昂の分解

リターンスプリングの取り外レ
マイナスド、ライパーなど、先の細い金属の棒を使ってス
フ。リング、のフック部をブレーキシューから外してください。

リターンスプリングはシューの外側に掛かっているもの
と、内側から掛かっているものがあります。ここでは外側
から掛かっているスプリングを外してください。

※アンカーピン側のスプリング

A注意 ;作事CZ銭円いIまね力を有します。取り外しの際は怪我のないよう、注意
ブレーキシューの取り外し

アンカーピンの取り外レ

力ムローラーの取り外し

カムシャフト側のリターンスフ。リング、は付けたままで、アン
カーピン側に手をかけ、カムローラーを支点にするように
ブレーキシューを持ち上げてください。

片方のシューが外れたら、そのままもう片方のシューが
外れますので、両方のシューがカムシャフトから離れた
ら、車軸から離れた場所に降ろしてください。

パックフ。レート側からアンカーピンを押し出し、外してください。
パックフ。レートを取り外すと押し出しやすいです。

アンカーピンに摩耗がなし、か点検してください。
アンカーピンが挿入されていた部分に筒状の部品アン
カーヒ。ンブ'/、ンュが入っています。アンカーヒoンとブッ
シュとのガタが大きく、ブレーキシューが安定した動きを
しないほどの摩耗があれば、ブ、ツシュを交換してくだ、さ
ブ)、ンュとアンカーヒ。ンはセットで、交換してくだ、さい。

カムローラーをブPレーキシューに取り付けているローラーリ
テーナーの爪がブ、レーキシューの穴に掛かっていますので、
この爪を(両側から)押さえながらカムローラとローラーリテー
ナーを外してください。

カムローラーに摩耗があれば新品と交換してください。
交換の際はローラーリテーナーとセットで、交換してくだ、さい。

※ローラーリテーナーは図と異なる場合があります。
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ブレーキライニングの点検
3ヶ月点僚時

ライニング、の厚みチェックはパックプレートの覗き窓から
点検してください。

ライニングの側面に段差を設け、摩耗限度を表示してい
ます。ライニングの摩耗が、この段差に近づいたらライニ
ングを交換してください。

12ヶ月点検時

ドラムを外し、ライニングの厚みと、ライニングの表面を点
検してください。
ライニングの側面に段差を設け、摩耗限度を表示してい
ます。ライニングPの摩耗が、この段差に近づいたらライニ
ングを交換してください。
ライニング、の表面は、亀裂、害Ijれ、剥離などなし、か点検
してください。深い亀裂や剥離などあれば、摩耗限度以
上の厚みがあっても交換するようにしてくだ、さい。

ブレーキの頻度が高いとライニング?が摩擦で、高温になり、表面が硬化し、ライニングが滑りや
すくなることがあります。そのようなときは表面にペーパーがけを施して、滑りやすい部分を
除去してください。
硬化した層が厚くなり、ペーパーがけを施しても対応で、きない場合は、ライニングの厚みが
摩耗限度以上で、あっても、ライニング、を交換してください。

硬化したライニング、は放置すると、ライニング、の摩耗がしにくく、逆にブレーキドラムの摩耗が
促進されることがあります。ブレーキドラムの摩耗が早い場合もライニングを交換してくださ

ライニングの交換は、 1軸分セットで行ってください。

ブレーキドラムの点検
12ヶ月点検時

ブレーキドラムは12カ月ごとに取り外し、表面の状態と、摩耗
量を点検してください。

・摩耗量は摩耗限度に達していないか?

ドラムサイズ
20インチ用
16インチ用

塵差盟星
423 
313 

※表は代表例

ブレーキドラムの摩耗量は、ブ、レーキド、ラム内面の全体をチェックし、 一番摩耗量が大きい部分
で判断してください。摩耗量が全体を通して均一な場合は問題ありませんが、部分的に摩耗量
が変化している偏摩耗があった場合は、ブ、レーキアッセンブリのセッティング、に問題がある場合
があります。各部品のガタをチェックし、異常と思われる部品は新品と交換してください。
偏摩耗、段付き摩耗、著しい条痕などあった場合はプ、レーキド、ラムを新品と交換してくだ、さい。
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-ヒートクラック、亀裂などの損傷はないか?
下表を参考に、異常と思われるものは新品と交換してください。

ケース | 状態図 | 状況

f
a
E
'
h
t
'
'
t
E
E
a
E
'
'
a
a
-
-
E
B
E
E
t
-
p
a
t
-

2 

A 

3 

B 

摺動面の細かい網目状の割れ 1 使用可能 |

j習動面幅のLl2未満の割れ

|摺動面幅のし/2以上にわたる連続

した割れ
使用不可

摺動面幅の 40mm以上で関口幅が
;使用不可

1mm以上の割れ I 

A li会必/ ドラム端面部に遣した割れ 使用不可

4 ・

B 1巳叫j 摺動面の裏側まで遣した割れ 使用不可

一一- F 一一

円周方向の割れ 使用不可

-長い下り坂など、ブレーキを効かせたまま走行すると、ブレーキドラムとブレーキライ
ニングが摩嬢により高温になり、破損の原因となります。ブレーキの効かせすぎには
+分注意してください。
・ブレーキドラムが高温の状態で水をかけて冷却しないでください。走行を停止してか
ら、自然冷却するようにしてください。

正彦 ブレーキドラムを交換するときは、ブレーキライニングも新品と交換以ださい。

ポイント

ム注意
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力ムシャフトの取り外し

抜くCコ
メナノプリ ンク

基本的に、カムシャフトはスラックアジャスタ←側のスナップリングを外し、スラックアジャス

ターを取り外せばSカム側に抜く事が出来ます。
車両のタイフ。によってスパイク~~-側にもスナップ。リンク、、の付いてるものや、カム、ンャフトブラ
ケットがブーツで、覆われているタイフ。のもの等があります。

カムシャフトブラケットや、スパイダー側のカムシャフト支持部にはブPツシュが入っています。
ブッシュには常にグ、リスが充填されている状態であるか確認し、カムシャフトとのガタが大きけ
ればカムシャフトとブッシュを新品と交換してくだ、さい。

ブレーキチャンパーの取り外レ
①あらかじめ、スラックアジャスターにチャンパーを取引寸けているピンを抜いてください。
ピンには抜け止めの割りピンが挿してありますので、害IJりピンを抜いてからピンを抜いてください。
割りピンは再利用できません。新品と交換してください。
②ブレーキチャンパーから出ているスタッド、ボルトを固定している六角ナットを外すとブ、レー

キチャンバーがチャンパープラケットから取り外す事ができますo

Z 
盲〉・/]7ン.-)7 1ちト

ブレーキチャンパーの交換時期
ブレーキチャンパーは定期交換部品です。
ダイヤブラムやゴム部品等は劣化しますので約2年を目安に交換してください。
またスプリング、チャンパー部分は3年を目安に交換を行ってくだ、さい。
劣化や損傷によるエア漏れが起こった場合、エア供給量不足でブレーキが引き摺り、ドラム

が過熱し、最悪の場合火災に至る恐れがあります。
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5ブレーキの調整

1 )ブレーキチャンJ'¥ーのプッシュロッドストロークの点検
ブレーキ装置にはオートスラックアジャスターを装着しており、ブレーキライニングの摩耗に
あわせてブPレーキチャンパーのフ。ッシュロッドストロークは一定に保つよう自動で調整されま
すので、日常的な調整は必要ありません。
1カ月または5000km走行ごと、または使用状況に応じて随時点検を行ってくだ、さい。

プッシュロッドのストローク
ブPレーキチャンパーのフ。ッシュロッド、のストロークは、車両のタイフ。によって異なりますが、約
30.-.....45mmの聞になるよう調整されています。
実際のストロークがこの範囲を大きく下回ったり、または超えた場合は、オートスラックアジャ
スターの機能不良の恐れがありますので、オートスラックアジャスターを交換してください。

叱宅二コ

2)オートスラックアジャスターの調整
取位時の調整

¥¥  

(スラックアジャスターメーカーマニュアルより抜粋)
①ブレーキチャンパーが完全に解放された位置にあるか
確認してください。(サービ、スのエアーが入っていない状
態)

駐車ブレーキ(スプリングブレーキ)には最小O.6Mpaの
圧力のエアーにより、ブレーキが完全に解放されている
必要があります。

カムシャフトのスフ。ライン部をきれいにして下さい。

②カムシャフトのスフ。ライン部にグ、リスを塗布してくだ、さい。

アンカーブタラケットを取付けますが、ここでは完全に締付
けないでください。
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車両によっては、アンカーブラケットの形状が違う場合があります。それぞ、れのタイプに合った取
付方法を確認してください。

電診
竺亀妙

~IO，5 ・2.0mm

間種目鞄
③オートスラックアジャスターに刻印された矢印の方向
と、ブレーキをかけた時にチャンパーロッドが動く方
向を合わせ、カムシャフトのスプライン部に取り付け
てください。

④オートスラックアジャスターの穴がクレピスの穴とー
致するまで時計回りlこウォームスクリュウの六角部を
回し、クレピスピンを取り付け、割りピンで固定してく
ださし、

ム注意
六角部の回転は必ず手で行ってください。
インパクトレンチは使用禁止です。

⑤必要に応じて、摩耗インジケーターとリターンスプリ
ングを取り付けてください

スラックアジャスターの機種によっては部品が付属し
ていない場合があります。ご了承ください。
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令
事• • • ， ""d， 

⑤オートスラックアジャスターのコントローノレアームを、
ボデ、イの矢印に沿って、できるだけ回転させてくださ

A注意
このときコントロールアームをハンマー等で叩
かないでください。

コントローノレアームのインジケータがカバープレート
のノッチに合うように調整してくだ、さい。

コントローノレアームを合わせたら、その位置を動かさ
ずに、アンカーブ、ラケットのネジを締めつけて固定し

てください。

スラックアジャスターの機種によっては、このインジ
ケータが付いていない場合があります。
その場合は、コントロールアームとアンカーフ、ラケッ
トを合わせ、アンカーブラケットのネジを固定してく
ださい。

⑦ブレーキライニングがブレーキド、ラムに接触するま
で、オートスラックアジャスターの六角部を時計回り
にまわし、ブレーキの隙聞を閉じます。

ム 注意
六角部の回転は必ず手で行ってください。
インパクトレンチは使用禁止です。

③オートスラックアジャスターの六角部を反時計まわり
に3/4回転し、ブレーキドラムとブレーキライニングの
隙聞を作ります。

A注意

24 

六角部の回転は必ず手で行ってください。
インパクトレンチは使用禁止です。

回転時「カチ、カチ、カチJというクリック
音があることを確認してください。
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メンテナンス時の調整

、
• 
---
• • ，， 

唱800

③ブートブレーキを5回ほど踏んでください。
ブレーキを踏むたびにオートスラックアジャ
スターの隙問調整が自動で働き、六角部
が回転します。六角部にめがねレンチなど
を取り付けたままにすると、自動調整の様
子が確認できます。

⑨フートブレーキを5回ほど踏んでください。
ブレーキを踏むたびにオートスラックアジャ
スターの隙間調整が自動で働き、六角部
が回転します。六角部にめがねレンチなど
を取り付けたままにすると、自動調整の様
子が確認できます。

フートブレーキを踏んだ状態でブレーキド
ラムが回転しないことを確認してください。
もし、まだ調整できていない場合は、完全
にブレーキが効くようになるまでブートブ
レーキを数回踏んでください。

①オートスラックアジャスターのウォームスクリュウの六
角部をトノレクレンチで反時計方向に回転してくださ

A注意
六角部の回転は必ず手で行ってください。
インパクトレンチは使用禁止です。

回転トノレクが18Nm以上で、あることを確認してください。
このとき、「カチ、カチ、カチjとし、う音が発生します。
音が確認できれば正常な状態です。
この確認は、 同じオートスラックアジャスターで、3回
行ってください。
音がしなかった場合は、 自動調整機能が壊れてい
る可能性があります。オートスラックアジャスターを新
品に交換してください。

②オートスラックアジャスターの六角部を反時計まわり
に180

0 回転し、ブレーキドラムとブレーキライニン
グの隙聞を作ります。

=x5 
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3)ドレン披き

4)エア漏れ点検
日常点検

ブレーキは圧縮空気を使用しており、圧縮空気には水分が
含まれています。この水分はフィルターで、分離しますが、定
期的に外へ抜いてください。
フィルターの先端のパイフ。を指で、つまんで傾けると、ドレンが
圧縮空気に押し出されます。

また、エアタンクの真下にボーノレバノレブが付いているタイプ
の車両は、バルブ、のコックを90度回転し水分を抜き、水分が
抜けたらコックを元に戻してください。

寒冷地などでは、水分が凍結し、事故の原因となる場合があ
りますので注意してください。

エア系統の各部ジョイントや、バルブ、エアホースなどからエア漏れが無し、か点検してください。
エア圧力の上がり具合など、いつもと異なる点がなし泊ミ確認してください。

石鹸水を使うと、エア漏れしている箇所を容易に特定で、きます。

ジョイントなどに使用しているシール類やノ~yキンなどは、トレーラーの使用に関わらず経年
劣化します。定期的に交換するようにしてください。
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6タイヤ・ホイールの点検と脱着について

1)タイヤの取り外し
①車軸を水平な場所に停め、ジャッキアップを行ってくだ、さい
(ジャッキアップに関してはP4ジャッキアップの項を参照してくだ、さし、)

②ホイーノレナットをレンチを使って取り外してください。

③タイヤをホイールボルトから抜いて取り外してください。

※ダブノレタイヤの場合、外側のタイヤを取り外してから、内側のタイヤを取り外すようにしてく
ださい。
※]IS方式のホイールボルトの場合、アワターナットを取り外し、外側のタイヤを取り外してか
ら、インナーナットを取り外してください。

A、浬主吾 .吋ホイ←一jルレ山トを研取り州外す槻際、レンチはナ‘ツyトの奥射まで札しつdかり湘掛け肘てか村ら回闘車転=誌耐さ封せ
4 凋忌 てください。掛け方が浅いと、レンチがナットから外れ、怪我をすることがあります。

・タイヤを取り外す際はボルトのねじ山を傷つけないようにしてください。

2)ボルトの方式
ホイールボノレトは基本的にはISO方式を採用していますが、 一部の車軸l訂IS方式を採用して
います。それぞれの方式は互換性がありませんので、ホイールなどを新しく購入する場合は、そ
れぞ、れの方式に合った部品を使用してください。

ISO方式

-締付けトルク:550-600Nm (55-60kgf.m) 
・M22右ねじ
・ボルト本数 10本/輪

" 
・， 

JIS方式

-締付けトルク:550-600Nm (55-60kgf.m) 
eM20、M30右輪・右ねじ左輪・左ねじ
・ボルト本数 8本/輪

A注意 -アルミホイール用のボルトはスチールホイール用ボルトより長いため、ホイールを履き替える場合は、ボルト(及びインナーナット)の入れ替えが必要になります。
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3)タイヤの取惜
①ディスク・ホイールのハブへの取付面、ディスク・ホイール合わせ面、ホイールナットの当り
面、ハブ取付面、ホイーノレボルトのねじ部、ホイーノレナットのねじ部を清掃し、さび、ゴミ、
泥、 塗装などの異物を取り除いてください。

②ホイールボノレトおよびナットに潤滑油を薄く塗布してください。
各方式で塗布する部分が違います。下図を参考にしてください。

i80方式(平座面)の湯合 ) ( JI8方式(球底面)の場合
ーー恥ノ

咽値
I il¥1' -)宣回 巨三三ヨヨ 巨豆三ヨヨ

ム注意
_180方式のホイールボルトの場合、ホイールとホイールナットの当り面には潤滑油
を塗布しないでください。当り面の摩耗や、ホイールの緩みの原因になります。

③ディスク・ホイールのボルト穴をホイールボルトに合わせながら、ハブFのはめあい部に沿って
タイヤを取り付けてください。

④ホイールナットを均等に締付けられるように、下記の順番で数回に分けて徐々に締付けを行
い、最後にトルクレンチで規定のトルクで締め付けてください。

-:E;:f.i if11l1 ~íjEs長調・ ・E・E~IlI~ltõf云膏

締付トルク
締付けトノレク:550"'600Nm 

(55"'60kgf .m) 

インパクトレンチなどで、締め付けを行う場合は、最初に手で、ねじにナットを何回転か掛けたあ
と、空気圧や締付け時間等に留意して締め付けすぎないように回転させてください。最終的
な締め付けはトノレクレンチを使って規定のトノレクで締付けを行ってくだ、さい。
ナット締付け時に引っ掛かり等異常がある場合には、ホイールボルトを交換してください。

JIS方式の場合は、内側タイヤを取付け、インナ一ナツトを規定トυ/レクで
夕イヤを取付け、アウターナットを規定のトノレクで、締め付けてくだ、さい。

ホイールナットの増し締め
ホイーノレ取付後、走行による初期なじみが生じるため、ホイールの締付け力が低下します。
取付後、 50-----100km走行を目安にホイールナットの増し締めを行ってくだ、さい。
ホイールナットにトルクレンチを掛け、ナットの締付け方向(右ねじの場合は時計方向)へ回し、規
定トノレクで、増し締めを行ってくだ、さい。

A注意 -締付けを行った後も、ナットがたびたび緩むなどの異常がある場合は、必ずホイールを取り外して点検・整備を行ってください。ディスク・ホイールやハブ、などに異常
がある可能性があります。

-JIS方式は右ねじ、左ねじがありますので、増し締め方向に注意してください
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4)タイヤ・ホイールの点検

日常点検
目視での点横
・ホイールボノレトおよびナットが外れていないか?
.デイスク.ホイ一/ルレやホイ一ルボボ、/ルレトまたはナツトからさび
.ホイ一ルに亀裂や損傷はなし、か?
・ホイールナットからのホイーノレボノレトの出っ張り量は正しし、か?また車輪によって出っ張
り量は異なっていなし、か?

点検ハンマーを使用しての点検
・ホイールナットの下側に指をそえ、点検ハンマーや小型ハンマーでホイールナットの上
側面を叩き、指に伝わった振動が他のナットと違ったり、濁った音がしていなし1か?
異常がある場合は、ナットが緩んでいたり、ボルトが折損している恐れがあります。

タイヤの点検
・タイヤに亀裂や損傷はなし、か?
・タイヤの溝の深さが充分あるか?
・空気圧は規定の範囲内か?
ダブノレタイヤや偏平ラジアノレタイヤの場合、 空気圧が低下してても目視では分かりにく
いためエアケ'ーシeを使用して点検してください。
タイヤ空気圧が不適切なまま走行を続けると、パンクやバーストを招きやすくなります。パ
ンクしたまま走行すると、ナットが緩んで脱落したり、ボルトが折損するなど、車輪脱落事
故の原因となります。

3ヶ月点検
ホイールナットの緩み点検
・ホイーノレナットが規定のトノレクで、締め付けられているか?
ホイールナットの締め方向にトノレクレンチを使って規定のトノレクで、締め付けてください。

12ヶ月点検
ディスク・ホイールの点横
・ボルト穴や飾り穴の周りに亀裂や損傷はないか?
・ホイーノレナットの当り面に亀裂や損傷、摩耗はなし、か?
・溶接部に亀裂や損傷はなし、か?
・ハブへの取付面とホイール合わせ面に摩耗や損傷はなし、か?
・ホイールのハブ、との当り面に反り等なし、か?
ホイールナットの当り面やハブの取付面に、経年使用に伴う段付きの摩耗がある場合は、
ナットの緩みの原因となります。必ずディスク・ホイールを交換してください。

ホイールボルト、ナットの点検
・亀裂や損傷はないか?
・ボノレトが伸びてなし1か?
・著しいさびの発生はなし1か?
・ねじ部につぶれや、やせ、かじりなどなし、か?
ねじ部に異常があった場合、ボルト、ナットをセットで交換してください。
ポルトが折損していた場合は、その車繍すべてのホイールボルト、ナットを交換してください。

ハブの点検
・ディスク・ホイーノレの取付面に著しい摩耗や損傷がなし、か?

ど~*陰 ディスクEホイールの破損や、ホイールナットの緩みによる脱落、ホイールポルトの折
、グ3巴陪R 損など、車輪脱落事故の原因となります。

ディスク・ホイールのハブ取付面、ハブのホイール取付面は、走行に伴い摩耗します。
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7給油指
安全な走行と車軸への負担を軽減するために、定期的に各部分のグリスアップをお願いします。

-給油治具は洗浄してから使用してください。A注意 ・グリスニップルなどの注入口やその周辺は、ゴミなどが付かないようきれいにして
おいてください。

各部のグ、リスアッフ。頻度は以下の表を参考に、適宜行ってくだ、さい。

. ;.白 ..~ t-
'. 

.... .L :" ~ ‘" "ノ.

場所 1カ月 3カ月 12カ月 語?曲目言方落

カムシャフトブッシュ O O O グリスニップルより注入

スラックアジャスター O O O グリスニップルより注入

アンカーピン O 車軸分解時、アンカーピンに直接塗布

力ムローラ O 車軸分解時、ブレキシュー穣触部に直接塗布

J、フ、ベアリング O 車軸分解時、ベアリング肉、ハブ内部のグリス入れ替え

力ムシャフトブッシユ・スラックアジャスター
カムシャフトを支える軸受部分にグ、リスを充填してください。
長期間運行を停止していたものは、走行前にグ、リスアップしてくだ、さい。

アンカーピン・カムローラー
アンカーヒ。ンブ、ツ、ンュ内にグリスが充填するように塗布してください。
カムローラーは、スムースに回転できるよう、ブレーキシューと接触する部分に塗布してくださいoA 畠 ・カムシャフトのSカムとの接触面には塗布しないでくださM ムローラーおよびカ
注忌 ムシりトの偏摩耗の原因となります。

ハブベアリング
12か月 または 100000km走行ごとに Pllグリスの入れ替えの項を参考に、ハプベアリング内
部とハブ内のグ、リス入れ替えを行ってくだ、さい。A 畠 ・グリス内に異物や水などが混じらないよ比してください。ベアリングの損傷の原
注思 因になります。

・種類の遭うグリスを混ぜないでください。グリスの劣化を招き、ベアリング焼き付
きの原因となります。
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